
小学校国語 第３学年 単元名「『自然のかくし絵紙しばい』をつくろう」 

  

教師から一方的に課題が提案され，子どもにとっての必然性，意欲や期待感を抱かせないまま学習が展

開されてはいませんか？ 

本実践では，単元の導入で課題解決の見通しをもつために，働かせるべき「見方・考え方」に気付ける

ような導入の工夫をしました。教師から課題を提示するのではなく，教材との対峙を通して，子ども自身

が自分の課題として見いだしていけるように指導の改善を図ることが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考える楽しさ，必要感や切実感を生む課題設定の工夫 

教師側から課題を提示するだけではなく，子どもたちの課題意識を高めることがポイントです。教

材文の内容や構成を基にしながら，単元を通して追究していく言語活動とその方法を，自分たちで見

いだしていくように工夫し，子どもにとって自分事となるよう，質の高い課題へと導いていきましょ

う。 

 写真があると 

分かりやすいなあ。 

 

写真と関連付けた説明の分かりやすさを実感で

きるように，「写真と教材文が一覧できるような教

材」を提示し，どの文が，どの写真の説明になって

いるかを考えさせた。 

写真と文章を関連付けると分かりやすくなるこ

とを知った子どもたちは，下級生に説明するには，

写真を使って，「紙芝居のようにして，説明すると

よいのではないか」と自ら必要感のある課題を設

定することができた。 

写真のことを説明している段落と

そうでない段落があるよ。 

紙しばいのように 

写真を見せながら説明すると 

分かりやすいね。 


